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基調講演
「健やかな子どもの成長のために
　大人が果たすべき責任 」
～未来を担う人材は、今 育まれている～
キッズいわきぱふ代表　岩城敏之氏

化になると近所に赤ちゃんがいなくなり、育てて
いる光景を見なくなった。そこでドイツでは「ま
まごとコーナー」の横に「赤ちゃんを育てるコー
ナー」を作り、本当の赤ちゃんのいるお母さんに
来てもらい、ミルクを飲ましたり、オムツをかえ
たりする姿を見せるようになった。

■赤ちゃんが育つ光景を身近なものに

　日本でも保育園や幼稚園の先生方から「ままご
と遊びが出来ない」という相談がある。子どもは
台所仕事や赤ちゃんを育てる光景を見ていないか
らわからない。赤ちゃんが育つ光景を見て、遊び
を通じて「赤ちゃんを育てることは楽しい」と思っ
て育った人は、赤ちゃんを育てる気持ちが育って
いる。子守唄も歌えるかもしれない。でも経験し
ないまま大人になると「赤ちゃんを育てることは
意味不明」となり、「育児不安」「育児ノイローゼ」
につながっている。
　私は、この赤ちゃん人形を輸入して子どもたち
に遊ばせてみたが、２０年ほど前の日本の子ども
たちは、すでにほとんどの子どもが赤ちゃんを育
てる遊びをしていなかった。その子達が親になっ
てきた。
　遊びの文化は、昔は先輩から後輩に教えてきた。
けれども、最近はトランプをしたことがない子も
いるらしい。識字率は世界でトップなので数字は
分かるが、トランプの「Ｊ」や「Ｑ」がわからな
いという。「ついに、親から子に文化が伝わらなく
なった」と思った。

■子どもの“遊び”と、高齢者の“リハビリ”

　お手玉が脳にいいことがわかった。お手玉のよ
うに微調整する遊びが脳に良い。（お手玉は新居浜
市にあるお手玉会よりお借りした）一つのお手玉
をいろいろな方法で投げてとる。たった一つお手
玉があるだけで、すごく遊べる。( 会場の笑いが絶
えない )
　お手玉はリハビリ。つまり、子どもの遊びとリ
ハビリは似ている。高齢者と子どもの相性が良い。
例えば子どもが「絵本読んで」という。いつも同
じ本を持ってくる。若い親は同じ話をするのが苦
手。でも高齢者は繰り返しが好き。早寝早起きが
得意なのも高齢者。若い人は夜更かししても、次
の日もがんばれる。

■祖父母の「よいよいよい」は、励ましの声

　いつも、お父さんとお母さんは一生懸命働いて
いた。その間、おじいさんとおばあさんは子ども
を見ていた。赤ちゃん抱っこして「よしよし」と
言い、「あんよはじょうず」と褒めたり、「よいよ
いよい」って励ましたりしていた。その何でもな
いことが伝わっていない。そのような声かけがで
きる人がそこに座っているだけでいいのだが。

■文化を受け継ぎ、孫の世代へ伝えよう

　高齢者の方の力を借りてほしい。自分が子ども
の時に、自分のおじいちゃんおばあちゃんから
いっぱい遊んでもらって覚えた文化を、次の孫の
世代でも伝えてほしい。また、それを「子育てひ
ろば」でしてほしい。「子育てひろば」でしっか
り遊んだ子どもが大人になり、子どもの時に遊ん
だ遊びを、自分たちの子どもにできる大人に育て
たい。

■地面に根を張り、五感の枝を張る子になれ！

　逆上がりや自転車が一度できたら大人になって
もできるように、子どもの時に繰り返し体で覚え
た事は大人になってもできる。今の子ども達は若
者（若い親）が育てているから、次々に出てくる
新しいものに振り回されている。「太く」育ってい
ない。だから自分に自信が持てない子どもになる。
それよりも、地面に根を張り、五感という大きな
太い枝を張るように育ててほしい。色んなことに
興味を持ち、未来の日本を築いてほしい。

■遊びの中で限界に挑戦してきた日本の子ども

　昔の外遊び。頭と体を使いまくる。「鬼ごっこ」
は全速力で走る遊び。「木登り」は限界への挑戦。
日本の子どもは限界に挑戦する。世界の人たちが
あきらめてしまったことを、日本人は諦めないで
挑戦し続けてきたから、世界のトップを走ってき
た。そのような人材は「外遊び」や、おじいちゃ
んおばあちゃんから教わった「お手玉」や「昔話」
からはぐくまれてきた。

■おじいさんと暮らすハイジは、幸せな子

　賢い子どもは「アルプスの少女ハイジ」みたい
な子。山奥に暮らし、学歴もない。おじいさんと

■玩具店の息子が独学で…

　私は、宇治の商店街の玩具店で生まれ育った。
しかし父親が「遊んでばっかしおったら、アホに
なるぞ」と言って私を育てた。それで私は「おもちゃ
が何故大切か」ということを独学で勉強し、「遊ん
で育つ」は本当らしいということがわかってきた。

■私達の先祖は優秀な人材を育てていた

　いろいろ学ぶうちに、「子育ては“本能”ではな
い文化だ」と思うようになった。
　私達の先祖は学歴がなかったが、先祖代々伝わっ
てきた美味しい味噌や糠床を作ったり、美味しい
お米を育てたりする様に、「賢い子どもの育て方」
を知っていた。「先祖の言うことに間違いない」と
しか言えず、説得力がなかった。しかし、先祖が
子孫に 60％間違えたことを教えていたら、すで
に滅亡している。100％ではないが、結構正しかっ
たと思う。どうしてこんな豊かな国に暮らせてい
るのか？それは先祖が優秀な人材を育てる事に成
功したから。

■「子育て」は一大国家的プロジェクト

　石油も鉄もとれない国なのに、世界から注文が
来る。日本人に注文したら「ちゃんと仕事する」
と世界中が思っている。この国の宝は「人材」。ここ
にいるみんなが、次の日本を担う人材を育もうと
している。「子育て」は、失敗が許されない一大国家
的なプロジェクトだが、これまでの日本は 20 代

30代の若い母親に「あなたは母親でしょ」と言っ
て、任せきりにしてきた。しかし、それは無理だっ
た。その事に気がつくのが少し遅かったと思う。

■「なんで、こんなにうまい事いかないの？」

　自分を責めてせめて…病気になる人がたくさん
いる。もともと「本能」の中に入っていないのだ
から、心の中を探してもないのに、と伝えてあげ
たい。「子育て」は文化だから学ばないといけない。
先祖の賢い子育て文化を学び直し、復活させる必
要がある。
　また、世界中の最先端の優れた育児の文化や学
問を学び、日本の未来を担う人材育成に結集する
必要があると思う。「人材が宝」なので、「賢い子
どもの育て方」をみんなで一緒に考えたい。

■今の子育て文化から良い結果は出ていない

　現代日本の子育て文化の結果が見えてきた。
「ニート」「引きこもり」「自殺」「薬物中毒」など、
今の日本の方法で子どもを育てると、あまりいい
結果が出ていない。

■ “ 積み木”に代表される、日常生活につながる
　　ドイツのおもちゃ
　ドイツのおもちゃ文化は日本と全く違う。暴力
的な刺激と性的な刺激を与えたくないと思ってい
る。頭と体を使うおもちゃが中心なので、電気で
光ったり鳴ったり動いたりするおもちゃは基本的
に嫌い。積み木に代表されるおもちゃが中心。日
本はテレビ・ビデオ・テレビゲームが中心。その点、
日本の先祖の遊びはすごい。頭と体の両方を使っ
ているすごい文化だということに気がつく。
　日本のおもちゃが「遊園地的」「ゲームセンター
的」なものが多いことに対しドイツでは、子ども
たちの興味を日常生活や社会や自然に向けようと
している。

■少子化対策の先輩、ドイツから学ぼう

　ドイツは日本より早く少子化が始まった。少子


